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自民党の総裁が代わり、岸田内閣が誕生しました。当初若者に人気な河野議員が有利と思われてい

ましたが、終盤失速し岸田議員に大差をつけられ主要な大臣のポストにもつけず、閑職に甘んじる

こととなりました。このごたごたで感じたことを以下に述べます。 

 

１． 説明責任！ 

ISO でも強調されている「説明責任」が問題にされています。新しく幹事長となった甘利議員の「政

治と金」の問題です。野党側がいまだ説明責任がなされていないとのことから、国会の証人喚問を

要求しているようですが、甘利議員側はもう終わったことだと応じないようです。検察の判断で不

起訴となり、その間捜査に十分協力したとの理由からです。さてここでの説明責任とは、その経緯

をわかりやすく国民に説明したかです。ほとんどの国民が甘利議員から何の説明もなく、納得して

いないのではないでしょうか。 

２．政権交代！ 

もうすぐ解散総選挙が予定され、野党は「政権交代」と意気込んでいますが、おそらく無理だと思

います。これを実現するためには、野党すべてが挙党体制を組み、一丸とならなければなりません。 

国民から見れば、各党の考えがバラバラでとても政権を担うほどの力はないとみています。例えば

ちょっとした野党トップの考えの相違で協力しないようでは、百戦錬磨の自民党に勝てるはずはあ

りません。 

３．派閥の駆け引き！ 

今回の総裁選で派閥の力や駆け引きがいかに重要かを思い知らされました。さて、国民からしたら

このやくざまがいの「派閥の争い」はいったい何なのでしょうか？ 

派閥とは、まさに自分の利益のための集団であり、一国の将来をかじ取りする総裁・総理を決める

ために派閥の力で左右されること自体、許されるものではありません。国会議員の 1票は国民の代

弁者であり、いっさい派閥に左右されない投票とすべきではないでしょうか。もっとも現在の国会

議員に信頼できる人はほとんどおらず、国民の代弁者には程遠いのですが。 

４．上から目線！ 

今回河野議員が失速したのは、いくつかの言動に問題があったようです。ひとつはワクチン担当大

臣としての自画自賛です。大量にワクチンを入手し、これだけ早期に全国に接種者を増やせたのは

自身あってのことだと。その他記者からの質問にまともに答えない姿勢です。質問の内容に不快感

を露わにし、「次の質問」「次の質問」とその都度はねつけ、都合のよいことだけに答えるとは、上

から目線の思い上がりの最たるものです。記者はある意味では国民の代弁者でもあり、河野議員の

子供じみた対応に、多くの国民はあきれ返ったのではないでしょうか。 

５．犯罪者への議員報酬！ 

安里議員をはじめ、国会議員で犯罪者に継続して議員報酬が支払われている現実に、多くの国民が 



 

 

あきれ返っていることと思います。 

理由として、報酬を中止する法的根拠はないとのことで、もしそうであれば法律を変え、今まで支

払った報酬をさかのぼってすべて返還させることはいくらでもできるはずです。 

今コロナ禍で明日の生活もままならない人が全国にたくさんいる中で、犯罪を犯しかつまったく議

員活動の実績がない人に対して、国民の税金が数千万円も支払われている現実は、とても納得でき

るものではありません。 

６．岸田政権の今後！ 

 派閥の力で支えられ当選させてもらった恩義があるかもしれませんが、一国のトップになったからに

は、国民のために働いてもらわなければ困ります。派閥よりも国民を優先する気持ちが強ければ、何

らかのアウトプットが出てくるものです。「人の話をよく聞く」のが得意だということですが、だっ 

たらそこからどうするかの実行力が伴わなければ、話になりません。総理としての人気投票では低迷

していましたが、まずは有限実行です。将来のビジョンはもちろんのこと、目の前の課題を着実にこ

なす実行力が問われています。 

 

＜DASジャパンから＞ 

●リモート審査について 

 全国的なコロナ禍の影響と、緊急事態宣言の影響から、この１年あまり、ほとんどがリモート審査を

余儀なくされました。こちらも当初リモートツールに慣れずに戸惑いがありましたが、徐々に慣れて

きたところです。一方全国の感染者が急激に減少し、緊急事態宣言も解除されたりして、当初の現地

審査も可能となってきました。今のところ、年内いっぱいはリモートで対応し、その後様子を見なが

ら徐々に本来の現地審査に戻して行く予定です。 

 

●DASジャパンＨＰリニューアル 

数年ぶりに DAS ジャパンＨＰをリニューアルしました。ISO 関連の情報だけではなく、現代の諸問題

についても記事にしています。トップ画面の上部に「ISO 権威のつぶやき」を新設しました。これを

クリックすると現在のさまざまな世の中の問題を記事にしています。 
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